
e避難先の選択肢
【在宅避難】
自宅にとどまる「在宅避難」という
方法があります。余震等のリスク
に備え、 建物の安全性の確認が
必要です。

【知人宅等に避難】
自宅が危険な場合、近くの知人宅やアパ ー ト、ホテル
等への避難が考えられます。

【（指定）避難所】
自宅が危険な場合、小・中学校の体育館等の（指定）避難
所への避難が可能です。
一般の（指定）避難所での生活が困難な方への配慮がさ
れた福祉避難所が用意される場合もあります。
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強己言と言：
ます。
たくさんの人が一度に集まるため、感
染症対策に心がけましょう。

【広域避難（親戚宅・別荘等）】
近くに適当な避難先を確保できない場合、遠くの場所への
「広域避難」も選択肢の一つになります。

＆
※ 一見、大丈夫そうな建物でも、亀裂が随所にあり、ライフ
ラインも損傷すると、居住の継続が困難な場合があります。
過去の震災では、半壊と証明されたケースもあります。

〇住まいの防災
【自宅の耐震化•不燃化】
耐震化・不燃化を進めれば、地震
が発生したときの被害が軽減さ
れます。
自宅で生活を継続できる 可能性
も高まります。

参考神奈川県HP「住宅の耐震化」
h廿ps://www. pref. ka nagawa. j pl docs/kd8/ cnt/hojyo/taisinka. html 

令和元年台風19号建物被害棟数
（全壊・半壊・一部損壊・床上浸水・床下浸水）

【火災対策】
消火器の備えや、火災警報器の
点検等、取り組めることがたくさ
んあります。
消火訓練にも、参加しましょう。

【在宅避難の備え】
水や食料、簡易トイレの他、常備
薬等、個人で必要なものも備蓄
しましょう。
高層マンションでは、多めがおス
スメです。

【家具の転倒防止】
家具の転倒を防止し、外傷を負ったり、逃げ道を
塞がれて、避難が遅れたりしないようにしましょう。

【地震保険の加入、見直し等】
火災保険で補償されない、地震や風水害、
土砂災害による被害に備えましょう。
分譲マンション共用部の地震保険等も
お忘れなく。

参考：内閣府HP「保険・共済加入のすすめ」
http://www.bousai.go.jp/kyoiku/hokenkyousai/ 

台風
地球温暖化の影雷から、風水害の規模も大きくなっていま
す。令和元(2019)年の台風では、県内で約45年ぶりに災
害救助法が適用されるなど、住宅だけに限らず、道路や河
川等も大きな被害がありました。

•発災直後の避難先 や、復興に関するお金の話が注
目されますが、多様な 「仮住まい』の選択肢を持つ
ことで、発災から復興に向けて、より良い選択が可
能となります。

・東日本大震災以降は、建設型の応急仮設住宅だけ
でなく、既存の賃貸住宅等を行政が借上げ提供す
る方法（賃貸型応急住宅）も一般的になりました。
神奈川県では、アパート等の物件もたくさんあるの
で、『仮住まい』として賃貸型応急住宅が多く提供
される 可能性が高いです。

・「普段どおりになるまでは、どこか被災地外に避難
したい。」といった声が聞かれます。被災状況によっ
ては2次災害を防ぐため、「 広域仮住まい』も有効で
すが、遠方へ避難した時には避難元の情報を収集
することが重要です。

・自ら対応する「自助」、行政による支援「公助」だけ
でなく、自治会や民間企業、NPO等による「共助」が
あります。このリ ー フレットを使って、個人や家族で
「仮住まい」について考えた後に、地域で準備して
おくこと等を自治会等で話し合うことも大切です。

防災•仮住まいチェックリスト
◎：万全0：大丈夫△：不安x：不十分を口に記入してみてください。

耐震診断・補強

家具転倒防止

ガラス飛散
防止フィルム

住宅用消火器・
住宅用火災警報器

感震ブレ ー カ ー ・
懐中電灯等

口
ハザ ー ドマップの確認［こ］

ロ

家族安否の確認方法

常備薬の確認

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

防災訓練への参加
（消火訓練等）

地域のつながり
（自治会や修理業者等）

親戚・知人とのつながり

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

認確の先難避`̀'‘急緊定指、,̀̀

仮住まいの確認
（マイタイムライン記入）

仮住まいの条件
(1階、駅近い等）

広域仮住まいの準備
（避難候補地へ事前訪問）

行政による支援制度等の
把握

ロ

ロ

ロ

令和4年2月発行（令和4年6月一部改訂）
編集•発行／神奈川県県土整備局建築住宅部住宅計画課
神奈川県横浜市中区日本大通1 '8'045-21 0-65 3 9

掲載の情報は令和4年6月現在のものです。

'神奈川県
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今考えよう。

災害後の暮らしを守るために。

仮に災害が起きて、仮に今のお住まいに

住み続けられなくなってしまったら、ヽヽ

すぐに仮の住まいが必要になります。

ぜひ自分ごととして考えてみてください。

過去の震災では、今のお住まいに住めなく

なった場合、7~8 割の方はご自身で

『仮住まい』を確保しています。

●本リ ー フレットの使い方
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